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平
成
31
年
3
月
1
日（
金
）さ
い
た
ま
市
彩

の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
に
基
づ
い
た
民
生
委
員
活
動
、
民
児
協
運

営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
本
会
男
女
共
同

参
画
推
進
部
会
が
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

【
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
�

女
性
の
ス
ペ
ー
ス
結
と
は
】

　

女
性
の
人
権
を
守
る
た
め
の
民
間
団
体
と

し
て
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
親
子
（
主
と
し

て
Ｄ
Ｖ
被
害
者
母
子
）
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
事
業
で
は

「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
※
）」
の

視
点
を
も
ち
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
や
女
性
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
行
政

委
託
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
母
子

を
対
象
に
し
た
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
、

母
子
家
庭
の
た
め
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で

は
共
同
ス
ペ
ー
ス
を
地
域
に
開
放
し
、
子
ど

も
食
堂
を
月
に
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
踏

ま
え
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
理
解
す
る

と
と
も
に
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
や
支

援
が
で
き
る
か
考
え
、
地
域
の
つ
な
が
り
強

化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
し
た
。

【
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
は
】

　

同
居
関
係
に
あ
る
配
偶
者
や
内
縁
関
係
の

間
で
起
こ
る
家
庭
内
暴
力
の
こ
と
で
、
近
年

で
は
婚
姻
の
有
無
を
問
わ
ず
、
元
夫
婦
や
恋

人
な
ど
の
親
密
な
関
係
に
起
こ
る
、
繰
り
返

さ
れ
る
暴
力
全
般
を
指
す
場
合
も
あ
り
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
防
止
法
成
立
時
は
身
体
的
暴
力
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
性
暴
力

や
言
葉
や
態
度
に
よ
る
暴
力
「
モ
ラ
ハ
ラ

（
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）」
が
増
え
、
特
に

モ
ラ
ハ
ラ
は
、
人
の
心
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
防
止
法
と
は
】

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」

は
、
２
０
０
１
年
に
成
立
し
た
Ｄ
Ｖ
対
応
に

関
す
る
総
合
的
な
法
律
で
す
。「
法
は
家
庭

に
入
ら
ず
」
と
い
う
原
則
を
打
破
し
、
警
察

が
家
庭
の
問
題
に
介
入
し
て
も
良
い
と
し
た

と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
る

と
い
う
こ
と
や
、
男
女
平
等
意
識
の
推
進
と

し
て
、
暴
力
は
女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害
で

あ
る
こ
と
が
法
律
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
被
害
の
状
況
】

　

男
性
か
ら
の
相
談
も
あ
り
ま
す
が
、
被
害

者
の
約
9
割
が
女
性
で
す
。
内
閣
府
の
調
査

に
よ
る
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
身
体
的
、
心
理

的
、
性
的
、
経
済
的
の
何
ら
か
の
被
害
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
は
、
全
体

の
3
人
に
1
人
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
に
関
す
る
実
質
の
相
談
件
数
は

増
え
て
い
ま
す
が
、
緊
急
一
時
保
護
の
保
護

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
所
す
る
と
、
ス

マ
ホ
が
使
え
な
く
な
る
、
学
校
に
行
け
な
く

な
る
、
仕
事
に
行
け
な
く
な
る
等
の
規
約
が

あ
る
た
め
、
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
の
入
所
を
拒
否

す
る
人
が
増
え
、
自
力
で
の
脱
出
や
転
宅
を

選
ぶ
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
の
状
況
】

　

Ｄ
Ｖ
被
害
か
ら
逃
れ
ひ
と
り
親
に
な
っ
た

方
は
頼
る
人
も
い
な
く
、
生
活
費
を
稼
ぐ
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
経
済
的
に
不
安
定
な
状

態
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
貧
困
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
大
き
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
離
婚
に
よ
り
母
子
家
庭
に
な
っ
た
人
の

う
ち
、
約
半
数
が
Ｄ
Ｖ
を
理
由
に
離
婚
し
て

い
ま
す
。
相
談
に
み
え
る
方
の
多
く
は
ダ
ブ

ル
ワ
ー
ク
を
し
て
お
り
、
離
婚
前
は
パ
ー
ト

と
し
て
働
い
て
い
た
方
も
、
離
婚
後
は
夜
勤

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

平
成
30
年
度「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
報
告

※
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

心
理
学
者
の
河
野
貴
代
美
氏
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
日
本
に
導
入
し
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
に
た
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手

法
。「
女
性
の
た
め
の
、
女
性
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」
と
し
て
、
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ

Ｖ
、
性
暴
力
な
ど
の
存
在
を
社
会
に
問
題

提
起
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

会長挨拶
埼玉県民児協

会長　大谷　富夫

部会長挨拶
埼玉県民児協

男女共同参画推進部会
部会長　下田� ナカ

主
催
者
挨
拶

講
　

義

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
と

�

支
援
に
つ
い
て
」

〈講師〉
認定特定非営利活動法人

女性のスペース結
ゆい

副代表理事　中
なか

村
むら

  敏
とし

子
こ

  氏
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【
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援�

結
の
活
動
か
ら
】

　

結
で
は
、
女
性
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
転
宅
後
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
母
親
た
ち
が
自
分
で
力
を
つ

け
て
仕
事
を
探
し
、
就
職
後
も
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
食
堂
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
だ
け
で

な
く
、
近
隣
の
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
に
通

う
子
ど
も
た
ち
を
含
め
、
現
在
約
60
名
の
親

子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
、
食
後
に
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
や
宿
題
の
面
倒
を
見
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

結
で
は
、
保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
等
、

様
々
な
施
設
・
行
政
窓
口
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
支
援
が
必
要
な
人

に
対
し
、
何
気
な
い
方
法
で
周
知
で
き
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
民
生
委
員
と
し
て
の
支
援
方
法
を
考
え
る
」

　

講
義
の
内
容
を
踏
ま
え
、
現
在
、
各
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

支
援
と
、
今
後
し
て
い
き
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し

な
が
ら
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
「
今
し
て
い
る
こ
と
」

・�

子
ど
も
食
堂
を
週
2
回（
同
時
に
学
習
支
援

も
）実
施
し
て
い
る

・�

学
校
と
情
報
交
換
を
行
い
、
問
題
が
あ
れ

ば
個
別
で
相
談
を
行
う

・�

学
校
連
絡
会
を
実
施
し
て
い
る

・�

子
育
て
支
援
課
と
連
携
し
、
見
守
り
を
実

施
し
て
い
る

・�

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る�

等

②
「
こ
れ
か
ら
し
て
い
き
た
い
こ
と
」

・�

朝
の
登
校
状
況
の
様
子
か
ら
、
気
に
な
る

子
ど
も
を
発
見
す
る

・�

登
下
校
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
て
情
報
共
有
す
る

・�

地
域
で
の
情
報
を
学
校
に
提
供
し
、
連
携

す
る

・�

子
ど
も
食
堂
、
親
子
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ

る�

等

　
〈
講
師
〉

　
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
の
ス
ペ
ー
ス
結

　
副
代
表
理
事
　
　
　
中
村
　
敏
子
　
氏

　

私
た
ち
が
で
き
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
と
し
て
、
ま
ず
は
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
欠
け
て
い
る
家
族
」
と
し
て
特

別
視
す
る
の
で
は
な
く
、「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
」

や
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
で
も
良
い
、
と
い
う

意
識
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
は
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
登
下
校
時
の
声
か
け
・
見
守
り
の
よ
う

に
、
誰
か
に
見
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
家
庭
に
対
し
関

り
を
持
て
る
こ
と
も
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

行
政
や
専
門
家
が
声
を
か
け
る
よ
り
、
地
域

の
民
生
委
員
の
方
が
声
か
け
を
す
る
こ
と

で
、
よ
り
心
を
開
き
や
す
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

親
に
頼
れ
な
い
、
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
支

援
が
必
要
な
方
と
、
何
ら
か
の
形
で
、
緩
や

か
に
地
域
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い
き
、「
こ

の
人
に
な
ら
話
し
て
も
い
い
か
な
」
と
、
時

間
を
か
け
て
で
も
た
ど
り
着
け
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

女
性
の
ス
ペ
ー
ス
結
で
は
、
今
後
、
放
課

後
寺
子
屋
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
子
ど
も
食
堂
な
ど

の
活
動
に
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
住
民
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
声

か
け
を
し
て
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
や
親
に

と
っ
て
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、

ど
こ
か
で
感
じ
て
も
ら
え
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

グループ討議の様子グループ発表の様子

会場の様子

グ
ル
ー
プ
討
議

ま

と

め

グ
ル
ー
プ
発
表
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◆
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
◆

　「民生委員制度創設100周年活動強化方策」のなかに「地域住民への積極的なPR活動の推進」につ
いて提言されています。また、本年は主任児童委員制度創設25周年です。100年を超える民生委員
制度の歴史と実績を引き続きアピールしながら積極的な広報・啓発活動を進めていきましょう。

全
民
児
連
作
成
（
有
償
頒
布
）

県
民
児
協
作
成

（
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

5月12日は民生委員・児童委員の日です!

「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」実施期間
2019年5月12日（日）〜5月18日（土）

　全国民生委員児童委員協議会（現在の全国民生委員児童委員連合会）は、昭和52（1977）年に毎年5月12日を
「民生委員・児童委員の日」とすることを定めました。
　これは、大正6（1917）年5月12日に岡山県済世顧問制度設置規程が公布されたことに由来するものです。
　「民生委員・児童委員の日」から1週間を「活動強化週間」とし、全国の関係者が一体となって取り組み、PR活
動などを展開していくことを推進しています。
　「活動強化週間」は、住民のみならず、幅広い関係者に民生委員・児童委員を「正しく知ってもらう」ためにも
大切な機会です。活動しやすい環境づくり、また新たな「なり手確保」のためにも積極的なPR活動に取り組みま
しょう。

Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

ポ
ス
タ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

※二つ折りにすると
　　　名刺サイズになります♪
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　平成31年2月21日（木）、さいたま市「埼玉会館」大ホールにおいて、県内の単位民児協会
長・副会長約680名参加のもと、標記研修会が開催されました。（本会後援）
　本研修は、民生委員制度創設100周年を機に策定された「100周年活動強化方策」をもとに、
「地域版活動強化方策」について理解を深め、今後の活動の一層の進展を図ることを目的に実
施しました。
　今回は、「これからの民生委員・児童委員活動に向けて〜『わがまちならでは』の活動強化方策のススメ〜」をテー
マに、「地域版活動強化方策」の作成手順や取り組みにおけるポイントについて、演習を交えた説明が行われました。

【ボトムアップ方式での「地域版活動強化方策」】
　100周年の活動強化方策は、それぞれの地域にあわせて考えていく視点があります。そのため、「地域版活動強化方策」
の主役は、委員一人ひとりと、単位民児協となります。
　まず、委員一人ひとりの思いや意見を集約した「単位民児協版活動強化方策」を作成し、それらを集約、反映させた
「市区町村版活動強化方策」を市区町村民児協が作成し、さらにそれらを集約、反映させた「都道府県・指定都市民児
協版活動強化方策」を都道府県・指定都市民児協が作成するというボトムアップ方式での作成が全民児連により提案さ
れています。
　そして、このボトムアップ方式を推進するために「推進の手引き」が作成され、まず委員一人ひとりに取り組んでい
ただくための3種類のワークシートが用意されました。

【単位民児協版　活動強化方策の作成に向けて】　※「推進の手引き」、ワークシートを活用しましょう！

　ワークシートA、Bに、委員一人ひとりの考えや思い、分かっていること等を記入することで、ワークシートCの記入
ができます。
　そして、各委員がワークシートCに記入した「今後、取り組んでいくこと」を民児協で書き出したものが、単位民児
協版の活動強化方策となります。
　作成における留意点として、作成したワークシートの善し悪しの評価はしなくてよいです。また、完成品の冊子を作
る必要はありません。単位民児協内で情報を共有し、話し合う、作成の過程（プロセス）が大切です。

【「地域版活動強化方策」作成の意義】
　委員一人ひとりが取り組み、単位民児協内で情報共有することで、委員の仲間意識が高まることや、他の委員の情報
を知ることでネットワークが豊かになる、「自分だけではない」がわかり、安心感が生まれる、地域の課題が分かり、
民児協が一丸となって活動できる等、より主体的な活動につながることが期待されています。

　「地域版活動強化方策」は、1年間だけの活動計画として考えるのでは
なく、3年1期の委員の任期を考慮して、今の任期中に取り組むこと、次
期の任期（3年）で取り組むことなど、10年先を見通した活動の方針や目
標を考えて検討する必要があります。
　一斉改選を迎える前に、委員一人ひとりが改めて地域の実情や課題、
個人の活動や関係機関との関わりを振り返り、今後の取り組みの方向性
などについて、単位民児協内で話し合ってみましょう。

・地域にスーパーが4店舗あります
・引っ越ししてきた方ともつながりがあります
・挨拶運動を続けていたら、子どもたちから挨拶をしてくれます

【演習】
　実際に「推進の手引き」のワークシート
Aの1－①に取り組み、発表していただきま
した。

ワークシートA「地域の実情」
1－①　私の地域の「良い」ところ

平成30年度
民生委員・児童委員協議会会長・副会長研修
〜「わがまちならでは」の活動強化方策のススメ〜

開 催 報 告

講　師
高崎健康福祉大学

健康福祉学部
社会福祉学科　教授
金井　敏　氏

ワークシートA
「地域の実情」

ワークシートB
「地域の課題」

ワークシートC
「単位民児協版活動強化方策」

改めて調べる必要はありません。分かっていること、
自分が関わっていることを記入してください。

会場の様子
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　平成31年2月27日（水）、彩の国すこやかプラザにおいて、県内各地区の会長をはじめとする民生委員（125名）、
保護司（56名）、計181名参加のもと、標記研修会（主催：埼玉県社会福祉協議会、埼玉県民生委員・児童委員協
議会、埼玉県保護司会連合会、さいたま保護観察所）が開催されました。
　埼玉県社会福祉協議会では、地域で活動する民生委員と保護司の連携を図るため、
「埼玉県民生児童委員・保護司連絡会」を組織し、研修会等を実施しています。
　今年度は、「立ち直りを支える地域のチカラ」をテーマに、犯罪からの立ち直りに理
解を深め、地域でのさまざまな取り組み事例を学ぶことで、罪を償い、再出発しよう
とする人たちが地域から孤立することを防ぐことを目的に実施しました。
　はじめに、「出所する障害者、高齢者の自立生活を支えるために」と題し、埼玉県地
域生活定着支援センターの木内英雄センター長による講演が行われ、地域生活定着支
援センターの役割や、再犯防止に向けた支援についてお話がありました。その中で、
非社会的行動や犯罪の誘発には不適切な愛情環境や養育環境（貧困・虐待・いじめ等）
による後天的な二次障害が関係しているとし、「生きづらさ」を持つ方への福祉的支援
の必要性についてもお話しいただきました。

平成30年度
埼 玉 県 民 生 児 童 委 員・保 護 司 連 絡 会 研 修 会

〜立ち直りを支える地域のチカラ〜

開 催 報 告

講　師
木内　英雄　氏

【事例報告①】
テーマ：「更生保護サポートセンターにおける取組」
報告者：さいたま浦和地区更生保護サポートセンター
　　　　サポートセンター長　　土屋　薫　氏

【事例報告②】
テーマ：「民生委員・児童委員協議会における取組
　　　　〜立ち直りを支える地域のチカラ〜一瞬の心の交流」
報告者：埼玉県民生委員・児童委員協議会　評議員
　　　　行田市民生委員・児童委員連合会
　　　　会長　　島田　ユミ子　氏

　事例報告では、さいたま浦和地区更生保護サポートセン
ター長の土屋薫氏による報告に続き、行田市民児連会長の
島田ユミ子氏から、民生委員ならではのつながりや関わり
方、保護司との連携等について、自身の体験談を交えた報
告が行われました。民生委員として、退所者に対し、先入
観を持たずに接することや、保護司と民生委員がそれぞれ
の立場や役割を理解すること、そして、心温まる事例報告
に、参加者一同、熱心に耳を傾けていました。

　地域の問題が複雑・多様化し、包括的な支援が求められ
る中、民生委員と保護司の役割はますます重要になってきています。本研修会の内容を今後の地域における見守
り活動に活かし、関係機関と連携・協力していくことが期待されます。

※地域生活定着支援センター：�高齢または障害により支援を必要とする矯正施設（刑務所、拘置所、少年院等）退所者に対し、保護観察所や
既存の福祉施設と協働して、退所後すぐに必要な福祉サービス等へつなげるための調整を行う専門機関

※更生保護サポートセンター：�保護司・保護司会が地域の関係機関・団体と連携しながら、地域で更生保護活動を行うための拠点

会場の様子
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1
日
目
は
行
政
説
明
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
大
き
な
役

割
と
し
て
地
域
で
困
っ
て
い
る
方

や
悩
ん
で
い
る
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ

必
要
な
機
関
等
に
“
つ
な
ぐ
こ
と
”

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
自
分
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な

行
政
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

か
を
“
何
と
な
く
”
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
把
握
し
て
い
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
折
り
に
触
れ
民
児

協
内
で
確
認
し
合
う
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
学
院
大
学
の
松

原
康
雄
学
長
の
講
義
で
は
、
関
係

機
関
と
当
事
者
・
民
児
協
の
顔
と

名
前
が
わ
か
る
関
係
性
の
構
築
や
、

主
任
児
童
委
員
だ
け
で
は
な
く
全

児
童
委
員
の
協
働
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
3
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
う
ち
2
人
は
震

災
の
あ
っ
た
熊
本
と
仙
台
の
方
で
、

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て

中
の
親
子
に
対
し
て
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
分
や

近
親
者
に
も
大
変
な
状
況
が
あ
っ

た
と
察
せ
ら
れ
る
中
で
、
委
員
と

し
て
子
育
て
サ
ロ
ン
や
学
び
の
場

を
提
供
し
支
え
合
う
活
動
は
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
や
温
か
い

心
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
の
方
と
会
話
し
、
極
端
に
言
え

ば
都
会
と
田
舎
の
違
い
な
ど
、
地

域
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
分
科
会
で
は
、
第
2

分
科
会
「
子
ど
も
た
ち
の
『
身
近

な
お
と
な
』
に
な
る
た
め
に
」
に

参
加
し
、
社
会
福
祉
法
人
至
誠
学

舎
立
川
の
高
橋
久
雄
常
務
理
事
の

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
社
会
の
構

造
・
状
況
が
著
し
く
変
化
し
て
い

る
現
在
に
お
い
て
、
本
当
の
意
味

で
の
弱
者
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
の

現
状
を
、
果
た
し
て
き
ち
ん
と
把

握
で
き
て
い
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ

る
話
で
し
た
。

　

我
々
の
想
像
外
の
家
庭
に
育
つ

子
ど
も
を
見
つ
け
助
け
る
こ
と
は

で
き
る
の
か
、
大
切
な
も
の
を
見

過
ご
し
て
い
る
保
護
者
に
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

地
元
民
児
協
に
戻
り
、
仲
間
と
と

も
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
「
地
域
版
活
動
強

化
方
策
」
の
策
定
と
「
民
児
協
の

【
期
日
】�

平
成
31
年
1
月
22
日（
火
）

〜
23
日（
水
）

【
場
所
】
神
奈
川
県
横
浜
市

【
本
県
参
加
者
】
5
名

【
期
日
】�

平
成
31
年
2
月
13
日（
水
）�

〜
15
日（
金
）

【
場
所
】
神
奈
川
県
葉
山
町

【
本
県
参
加
者
】
2
名

平
成
30
年
度

�

「
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会
」

平
成
30
年
度

「
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

（
第
28
回
全
国
民
生
委
員
大
学
）」

「
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
た
め
に
」

「
思
い
を
共
有
で
き
る
こ
と
」

全
国
研
修
会
参
加
報
告

X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X

役
割
と
組
織
の
あ
り
方
」
で
し
た
。

　
「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
を
作

成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
民
生
委

員
一
人
ひ
と
り
が
悩
ん
で
い
る
こ

と
、
ま
た
、
委
員
に
な
っ
て
良

か
っ
た
点
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
書
い
て
も
ら
い
意
見
を
吸

い
上
げ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で

行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
担
当
地
域
に

よ
っ
て
は
課
題
が
異
な
っ
て
い
て
、

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
み
、
孤
立

し
て
い
る
委
員
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
知
り
、
そ
の
思
い
を
民
児

協
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
悩
ん
で

い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
り
、
安
心
感
や
仲
間
意

識
が
生
ま
れ
て
民
児
協
全
体
の
つ

な
が
り
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
、
民
児
協
の
役
割

で
あ
り
、
組
織
と
し
て
の
あ
り
方

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
斉
改
選
の
年
で
も

あ
り
、
ま
た
、
な
り
手
確
保
に
向

け
て
も
改
選
前
に
方
策
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
新
任
委
員
の
皆
さ
ん

が
悩
む
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
も
今
後
も
、
民
生
委
員
へ

の
期
待
は
、
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
で
あ
る
こ
と
、
行
政
機
関
の

つ
な
ぎ
役
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

地
域
の
課
題
を
可
視
化
し
て
地
域

住
民
と
の
連
携
と
信
頼
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
、
課
題
解
決
の
一
助

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
中
で
最
も
大
き
な

期
待
は
、
何
と
言
っ
て
も
住
民
の

良
き
相
談
相
手
に
な
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
の
中
に
人
権
の
講

義
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
よ
く
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
、
と
言
い
ま

す
が
、
相
手
の
立
場
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
相
手
の
立
場
に

は
立
て
な
い
け
れ
ど
、
近
づ
こ
う

と
努
力
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
研
修
を
受
け
た

こ
と
で
、
民
児
協
の
役
割
を
再
認

識
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
良
き
相

談
相
手
に
な
り
、
相
手
を
理
解
し

寄
り
添
い
、
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

秩父市民児協
主任児童委員
池田　俊江

坂戸市民児協
会長

佐藤　和恵
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一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

２
０
１
９
年
度「
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」

《
運
営
方
針
》

1�

．一般
財
団
法
人
と
し
て
、
新
た
な
活
動
の

広
が
り
と
質
を
高
め
て
い
く
た
め
、
社
会

の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
公
益
活
動
の
推

進
を
図
る
。

2�

．
市
町
村
民
児
協
が
連
合
体
と
し
て
の
組

織
と
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
体

制
の
整
備
と
会
員
相
互
の
連
携
強
化
を
す

す
め
る
と
と
も
に
財
政
の
確
立
を
図
る
。

3�

．
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
住
民
の
身
近
な

相
談
・
支
援
者
と
し
て
の
、
区
域
担
当
民

生
委
員
の
活
動
の
充
実
及
び
単
位
民
児
協

な
ど
で
の
組
織
的
な
活
動
展
開
を
図
り
、

個
々
の
民
生
委
員
への
支
援
と
日
々
の
活
動

に
資
す
る
た
め
の
研
修
の
強
化
推
進
を
図

る
。

4�

．
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議

会
等
と
の
緊
密
な
提
携
の
も
と
に
、
会
務

の
運
営
と
事
業
の
推
進
を
図
る
。

5�

．
民
生
委
員
一
斉
改
選
に
よ
る
任
期
満
了

に
伴
い
、
本
会
役
員
の
新
体
制
の
整
備
と

強
化
推
進
を
図
る
。

6�

．「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
活

動
強
化
方
策
」
お
よ
び
「
児
童
委
員
制

度
創
設
70
周
年
全
国
児
童
委
員
活
動
強

化
推
進
方
策
２
０
１
７
」
の一
体
的
な
取

り
組
み
の
推
進
を
図
る
。

《
重
点
目
標
》

1�

．
民
生
委
員
活
動
の
充
実
発
展
と
強
化
推

進
2�

．
民
生
委
員
が
地
域
で
よ
り
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備

3�

．
市
町
村
民
児
協
組
織
の
整
備
推
進
〈
特

に
自
主
運
営
体
制
、
専
門
部
会
（
委
員

会
）
活
動
の
促
進
〉

4�
．
生
活
福
祉
資
金
借
受
世
帯
の
相
談
援
助

活
動
の
推
進

5�
．「
１
０
０
周
年
活
動
強
化
方
策
」
に
基

づ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

県
内
の
単
位
民
児
協
、
市
町
村
民
児
協

「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
の
作
成
や
取

り
組
み
を
支
援
し
、
県
内
の
実
情
と
課
題

を
把
握
し
て
埼
玉
県
版
活
動
強
化
方
策
に

つい
て
計
画
的
に
進
め
る
。

6�

．
民
生
委
員
に
よ
る
災
害
時
要
援
護
者
支

援
活
動
の
強
化
・
充
実

7�

．
民
生
委
員
の
適
切
な
人
材
確
保
に
向
け

た
環
境
整
備

8�

．
定
款
に
よ
る
執
行
体
制
、
定
款
及
び
内

部
規
程
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
に
よ
り
内
部

充
実
の
整
備
と
強
化
の
推
進

9�

．
民
生
委
員
一
斉
改
選
の
年
に
あ
た
り
、

各
市
町
村
の
民
生
委
員
の
個
別
支
援
活
動

や
民
児
協
の
組
織
活
動
が
滞
り
な
く
円
滑

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
図
る
。

《
事
業
概
況
》

1
　
公
益
目
的
事
業
　

ａ
．
生
活
相
談
等
活
動
推
進
事
業

ア
　
福
祉
相
談
推
進
事
業

　

�　

個
々
の
民
生
委
員
の
知
識
・
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
に
実
施

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
説
明
会

　
（
県
社
協
と
共
催
）

　

�　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
理
解
と

民
生
委
員
及
び
市
町
村
社
協
の
役
割
や

連
携
を
確
認
し
、
地
域
住
民
へ
の
支
援
活

動
の
充
実
強
化
を
目
的
と
し
て
開
催
す

る
。

・
孤
立
防
止
推
進
事
業

　
（
県
社
協
と
共
催
ま
た
は
後
援
）

　

�　

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指
し
、

民
生
委
員
等
の
役
割
や
連
携
を
確
認
し
、

地
域
の
見
守
り
活
動
等
に
生
か
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
を
推

進
さ
せ
る
。

・�

各
市
町
村
民
児
協
研
修
会
等
へ
の
講
師
派

遣
・
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

　

�　

各
種
の
研
修
、研
究
協
議
の
場
を
通
じ
、

要
援
護
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
福
祉

活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・�

民
生
委
員
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
・
防
犯

等
に
係
る
声
か
け
運
動
への
協
力　

　

�　

埼
玉
県
及
び
さ
い
た
ま
市
民
児
協
と
連

携
し
、
民
生
委
員
が
見
守
り
支
援
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯

訪
問
活
動
時
に
、
交
通
事
故
防
止
や
悪

質
商
法
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
を
呼
び
か

け
る
「
民
生
委
員
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
・
防
犯
等
に
係
る
声
か
け
運
動
（
お
達

者
訪
問
大
作
戦
）」
の
推
進
に
協
力
す
る
。

・�

市
町
村
民
児
協
及
び
単
位
民
児
協
研
修

用
視
聴
覚
教
材
を
貸
し
出
す
。

・�

県
社
協
が
埼
玉
県
か
ら
受
託
実
施
す
る
次

の
研
修
事
業
に
協
力
す
る
。

　

イ　

民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
修

　
ロ　

課
題
別
研
修

　
ハ　

主
任
児
童
委
員
研
修

　
ニ　

�

民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
新
任

研
修

・
民
生
委
員
実
費
弁
償
費
の
交
付

　

�　

各
市
町
村
民
児
協
に
お
け
る
生
活
福

祉
資
金
の
貸
付
調
査
・
償
還
指
導
の
促
進

を
図
る
た
め
に
、「
民
生
委
員
実
費
弁
償

費
」
を
交
付
す
る
。

イ
　
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

　

�　

各
民
児
協
で
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た

す
民
生
委
員
を
次
の
研
修
に
派
遣
し
、
能

力
の
向
上
を
図
る
。

・
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
東
日
本
）

・
全
国
相
談
技
法
研
修
会

・�

全
国
指
導
者
研
修
会
（
民
生
委
員
大
学
）

・
民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ウ
　
啓
発
宣
伝
事
業

・
広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施　
　

　

�　

民
生
委
員
制
度
や
活
動
内
容
に
つ
い
て

普
及
啓
発
を
図
る
た
め
「
埼
玉
県
民
児

協
だ
よ
り
」
を
発
行
（
年
4
回
）
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体
の
情
報
の

整
理
を
し
、
住
民
に
向
け
た
民
生
委
員

活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
充
実
に
努
め
る
。
ま
た
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
紹
介
パ
ネ

ル
」
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

エ�

　
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

開
催
事
業

　

�　

第
45
回
「
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童

委
員
大
会
」
の
開
催

　

◇�

9
月
17
日
（
火
）
さ
い
た
ま
市
「
埼

玉
会
館
・
大
ホ
ー
ル
」

　

�　

県
内
各
地
域
か
ら
民
児
協
代
表
者
及

び
関
係
者
の
参
集
を
得
て
、
当
面
の
活
動

方
針
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

の
団
結
と
連
帯
及
び
士
気
の
高
揚
を
図

る
。

　
ｂ
．
民
児
協
育
成
・
指
導
事
業

ア
　
地
区
別
協
議
事
業

・�

ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡
会

議
の
開
催

　

�　

4
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
西
南
北
）
に
お
い
て
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
連
携
と
民
児
協
活
動
及

び
運
営
の
諸
課
題
等
に
つ
い
て
研
究
協
議

を
行
う
。

イ
　
民
児
協
育
成
事
業

・
指
定
民
児
協
の
活
動
援
助

　

�　

指
定
民
児
協
（
第
24
期
／
1
年
目
）

の
助
成
（
本
会
独
自
2
地
区
、
全
国
互

助
共
励
事
業
2
地
区
／
計
4
地
区
）
を

行
い
、
民
児
協
活
動
の
強
化
を
図
る
。

ｃ
．
活
動
調
査
研
究
事
業

ア
　
分
野
別
活
動
調
査
研
究
事
業

　

�　

民
生
委
員
及
び
民
児
協
の
活
動
に
つ
い

て
、
各
委
員
会
を
年
2
回
程
度
開
催
す

る
。

　

�　
「
総
務
委
員
会
」「
福
祉
相
談
事
業
委

員
会
」「
生
活
福
祉
対
策
委
員
会
」「
高

齢
者
対
策
委
員
会
」「
児
童
対
策
委
員
会
」

「
広
報
委
員
会
」「
主
任
児
童
委
員
会
」

「
男
女
共
同
参
画
推
進
部
会
」

イ
　
活
動
調
査
事
業

　

�　

市
町
村
民
児
協
の
活
動
を
把
握
す
る

た
め
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

及
び
「
活
動
強
化
週
間
」
の
取
り
組
み

状
況
調
査
を
行
う
。

　

�　

次
の
会
議
を
通
じ
、
県
外
の
情
報
を
調

査
す
る
。

・�

都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
事
務
局

会
議

・
第
88
回
全
国
民
生
委
員
大
会

・
全
国
社
会
福
祉
大
会

・�

関
東
ブ
ロッ
ク
内
の
都
県
・
指
定
都
市
民
生

委
員
大
会

　

�　
一
斉
改
選
後
の
各
法
定
単
位
民
児
協
会

長
・
副
会
長
及
び
定
数
・
現
員
数
等
の
現

状
把
握
の
た
め
調
査
を
行
う
。

ウ
　
研
究
協
議
事
業

　

�　

次
の
研
究
協
議
会
を
通
じ
、
新
た
な
課

題
・
共
通
課
題
等
を
研
究
協
議
す
る
。

・
民
生
児
童
委
員
、
保
護
司
連
絡
会

・�

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会

・
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

ｄ
．
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
事
業

・�

民
生
委
員
及
び
市
町
村
民
児
協
へ
の
共
同

募
金
活
動
協
力
依
頼

・�

共
同
募
金
事
業
に
つ
い
て
、
本
会
広
報
誌

に
掲
載
し
、
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

・�

共
同
募
金
事
業
に
係
る
チ
ラ
シ
を
各
種
会

議
で
配
布

　

3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
５
１

回
理
事
会
及
び
第
１
４
８
回
評
議

員
会
に
お
い
て
、
２
０
１
９
年
度

の
埼
玉
県
民
児
協
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
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③会費収入
62.82%

④補助金等収入
37.13%

①基本財産運用収入 0.0%
②特定資産運用収入 0.0%

⑤雑収入 0.05%

①事業費
85.0%

③予備費
0%

②管理費
15.0%

科　目
事業活動収支の部     
１．事業活動収入  
①基本財産運用収入
②特定資産運用収入 
③会費収入  　　　
④補助金等収入  　
⑤雑収入   
 事業活動収入計 

2019年度

4
2

80,302
47,474

70
127,852

2018年度

4
3

78,298
38,606

71
116,982

増減

0
▲ 1

2,004
8,868

▲ 1
10,870

科　目
①事業費
②管理費
③予備費

2018年度
86,629
21,600

100

2019年度
126,606

21,825
100

増減
39,977

225
0

（単位：千円）

（単位：千円）

収 入

支 出
管理費支出の

割合

事業費支出の
割合

手数料
雑支出

租税公課連絡調整費

福利厚生費

臨時
雇賃金

負担金

賃借料
印刷製本費

消耗什器備品費
消耗品費

通信運搬費

旅費交通費

弔慰費

手数料

雑支出
福利厚生費

全国民生
委員互助
事業給付金

県民児協
民児協育成費

共励民児協
育成費

食料費
委託費
諸謝金
負担金
賃借料

印刷製本費
消耗品費

旅費交通費

諸謝金

通信運搬費

会議費

給料手当
県民児協
退職給付金

民生委員
実費弁償費

会費

給料手当
全民児連

会費

2019年度
埼玉県民児協予算

2
　
収
益
事
業
等

ａ
．
互
助
共
励
事
業

ア
　
互
助
事
業

・�

全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
（
死
亡
・
弔

慰
・
各
種
見
舞
・
退
任
慰
労
）
を
運
営
す

る
。

・�

本
県
独
自
の
互
助
事
業
（
退
任
給
付
）
を

運
営
す
る
。

・�

会
員
の
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」
の
整

備
を
行
う
。

イ
　
共
励
事
業

　

�　

民
生
委
員
が
そ
の
持
て
る
能
力
を
出
し

合
っ
て
、
資
質
の
向
上
を
図
り
、
士
気
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実
施
。

・
主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
指
定
民
児
協
への
助
成
及
び
活
動
援
助

・�

理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
並
び
に
男
女
共

同
参
画
推
進
部
会
員
に
よ
る
県
外
視
察
研

修
ｂ
．
弔
慰
事
業

　

�　

物
故
民
生
委
員
に
対
し
弔
慰
規
程
に
よ

る
弔
慰
を
行
う
。

ｃ
．
退
職
役
員
等
交
流
事
業

　

�　

退
職
役
員
等
と
の
交
流
を
通
じ
て
得
ら

れ
る
知
識
等
を
活
か
し
て
、
本
会
の
運
営

に
資
す
る
た
め
、
本
会
の
前
役
員
等
で
構

成
す
る
「
彩
の
国
す
こ
や
か
会
」
の
運
営

に
協
力
す
る
。

3
　
法
人
の
運
営

ａ
．
会
務
の
運
営

　

�　

次
の
諸
会
議
を
開
催
し
て
、
本
会
運
営

の
基
本
方
針
、事
業
推
進
の
要
領
を
定
め
、

事
業
の
展
開
を
図
る
。

・�

正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
評
議
員
会
・

監
事
会

・�

市
町
村
民
生
委
員
事
務
担
当
者
改
選
事

務
説
明
会

・�

市
町
村
民
児
協
会
長
会
議

ｂ
．�

会
長
手
帳
そ
の
他
の
関
係
資
料
等
の
斡

旋
、
配
布
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○
南
町
地
区
の
特
徴

　

南
町
地
区
民
児
協
が
活
動
す
る
蕨
市

南
町
は
、
蕨
市
の
南
部
に
位
置
し
、
非

常
に
多
く
の
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
閑
静
な

街
で
、
日
本
一
人
口
密
度
が
高
い
蕨
市

の
中
で
も
最
も
過
密
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
が
活
発
な
地
域
で
す
。
そ
う
し
た

地
域
の
利
点
を
活
か
し
て
町
会
や
社
会

福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
を
大
事
に
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
活
動
事
例

　

南
町
地
区
民
児
協
で
は
、
定
例
の
会

議
や
研
修
以
外
に
も
地
域
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上
の

方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
1
杯
50

円
で
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
提
供
す
る
憩

い
の
サ
ロ
ン
「
喫
茶
ひ
だ
ま
り
」
を
月

1
回
程
度
開
催
し
、
地
区
を
問
わ
ず
多

く
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、

乳
幼
児
親
子
を
対
象
と
し
た
「
マ
マ
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
で
は
、
育
児
の
情
報

交
換
や
友
達
づ
く
り
、
困
り
ご
と
を
気

軽
に
相
談
で
き
る
場
を
月
1
回
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
は
、
登
校
す

る
小
中
学
生
を
見
守
る
た
め
、
地
区
の

全
民
生
委
員
で
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
実
現
！
見
守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

〜
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

○
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

　

蕨
市
で
は
、
民
生
委
員
が
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員

を
訪
問
す
る
高
齢
者
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
を
さ
ら
に
活
か
そ

う
と
、
南
町
地
区
民
児
協
で
は
、
平
成

25
年
5
月
か
ら
、
蕨
市
社
会
福
祉
協
議

会
南
町
支
部
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
見

守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

社
協
南
町
支
部
か
ら
の
民
生
委
員
活

動
へ
の
支
援
の
申
し
出
を
受
け
て
始
め

た
こ
の
見
守
り
活
動
は
、
活
動
前
年
の

高
齢
者
調
査
で
判
明
し
た
75
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
毎

年
2
月
、
地
区
民
児
協
が
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
①
見
守
り
の
要
否
②
見
守

り
の
方
法
③
見
守
り
の
頻
度
に
つ
い
て

の
希
望
を
伺
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
対
象
者

を
見
守
る
担
当
者
に
つ
い
て
、
地
区
民

生
委
員
と
社
協
南
町
支
部
の
協
力
員
で

協
議
を
し
て
決
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
年
5
月
、
民
生
委
員
と

協
力
員
の
全
員
が
顔
合
わ
せ
を
行
っ
て
、

活
動
の
手
順
や
注
意
事
項
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
担
当
者
が
揃
っ
て
担
当
す

る
対
象
者
に
会
い
に
行
く
こ
と
か
ら
実

際
の
見
守
り
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
、
民
生
委
員
23
名
と
社
協
の
協

力
員
83
名
の
計
１
０
６
名
体
制
で
、
対

象
者
１
４
３
名
を
、
訪
問
や
電
話
、
外

観
の
確
認
な
ど
対
象
者
の

希
望
に
沿
う
方
法
で
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
て
、
見
守

り
の
担
い
手
が
増
え
た
こ

と
で
、
対
象
者
の
方
か
ら

「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

く
こ
と
が
増
え
、
時
に
は
、

活
動
中
に
自
宅
で
倒
れ
て

い
た
対
象
者
を
発
見
し
、

人
命
救
助
に
繋
が
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
が
年
ご
と
に
増

え
、
見
守
る
側
の
協
力
員

の
年
齢
も
上
が
っ
て
い
る

こ
と
が
課
題
で
す
が
、
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わがまちの単位民児協活動紹介ルポ 第10回

蕨市
南町地区民児協

民生委員 主任児童委員
23名 2名

蕨 市

小中学生の登校時パトロール 喫茶ひだまり

見
守
り
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
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地域共生社会の実現に向けて
� 〜笑顔溢れる　ふれあいサロンの取り組み〜

　

上
里
町
は
、
埼

玉
県
最
北
端
で
烏

川
と
神
流
川
の
二

大
河
川
を
境
に
し

て
、
群
馬
県
と
隣

接
す
る
位
置
に
あ

り
ま
す
。
町
の
将

来
像
を
『
ひ
と
・

ま
ち
・
自
然
が
共

に
輝
く　

ハ
ー
モ

ニ
ー
タ
ウ
ン　

か

み
さ
と
』
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

の
方
に
依
頼
し
、
合
唱
や
踊
り
・
楽
器

演
奏
の
鑑
賞
、
行
政
区
長
と
の
座
談
会

や
行
政
区
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
が
あ
り
ま

す
。
年
間
の
活
動
計
画
を
作
成
し
、「
気

軽
に
・
楽
し
く
・
無
理
な
く
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
サ
ロ
ン
参
加
者
が
毎
回
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
参
加
者
同
士
も
『
一
言
健

康
講
話
』
と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で
得
た

健
康
情
報
を
発
表
し
て
実
践
し
合
っ
た

り
、「
き
ょ
う
よ
う
（
今
日
の
用
事
）
を

多
く
。
ち
ょ
き
ん
（
健
康
体
操
を
行
い

筋
力
）
を
多
く
。」
を
合
言
葉
に
健
康
長

寿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
終
始
楽
し
く
過
ご
し
、
笑

顔
で
家
に
帰
る
こ
と
で
「
ま
た
来
月
元

気
に
会
お
う
！
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
定
期
的
に
出
か
け
る
楽
し
み
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
集
ま
っ
た
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
っ
て
サ
ロ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
気

持
ち
で
、
二
言
・
三
言
健
康
講
話
へ
と

発
展
さ
せ
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
継

続
的
運
営
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

で
の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
の
結
び
つ

き
・
支
え
合
い
の
心
を
よ
り
深
め
、
住

み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

上
里
町
民
児
協
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
活
動
支
援
や
情
報
提
供
を
受
け
、

区
長
会
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連

携
し
、
毎
月
一
回
開
催
す
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
高
齢
者
等
が
身
近
な
場

所
で
気
軽
に
集
い
、
相
互
の
交
流
を
通

し
て
、
孤
立
感
の
解
消
・
仲
間
づ
く
り

や
健
康
増
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
自
分
の

体
力
に
合
わ
せ
て
重
り
を
調
整
し
な
が

ら
、
椅
子
に
腰
か
け
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り

動
か
す
「
こ
む
ぎ
っ
ち 

ち
ょ
っ
く
ら
健

康
体
操
」、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
、
町
内
在
住

わがまちの単位民児協活動紹介ルポ

上里町民児協 民生委員 主任児童委員
59名 3名

みんなで健康体操（一丁目ふれあいサロン）

脳トレゲームに挑戦（一丁目ふれあいサロン）

合唱のための歌詞カード（一丁目ふれあいサロン）

上
里
町
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埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
　
　  

平
成
31
年
4
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉大
谷
　
富
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

〒
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
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彩
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国
す
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330-
0075

No.
160

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定平成31年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

編集後記
　寒暖差の激しい冬でしたが、春らしい日差しが降り注ぐ良い季節になりました。

　2011年3月11日の東日本大震災から今年で8年が過ぎました。被災の1年後に、民

生委員として石巻市の民生委員の皆さんと情報交換する機会があり、現地を案内し

ていただきました。テレビで見た恐ろしさ以上の津波・火災などの大きな災害に目を

覆うばかりでした。2年後、石巻市の民生委員の方が鶴ヶ島市にお見えになった際、

「鶴ヶ島市の皆さんの応援やお力添えに感謝しています」とのお話しに、まだまだ復

興に大変な時にと嬉しく思いました。自然災害はいつどこででも起こります。安心で

安全に暮らすために、私は支え合い協議会の活動に参加しております。

　原稿をお寄せくださいました方がたのご活躍に驚きと感激をもって拝読させて頂

きました。ありがとうございました。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　民生委員として初めての活動は、高齢者訪問でした。地域に住みながら面識がなく、私より年嵩の方ばかりがお相
手です。話の接ぎ穂を探しながらどうにか挨拶を終えました。
　それから17年、私もその年齢に追いついて、気持ちも話題も通うことが多くなり、気張らずに話ができるようになり
ました。お困りごとの相談もありますが、お孫さんへお祝い事の品選びや来し方の思い出話など、聞き役に終わること
もしばしばですが、これが大切と受けとめています。最近は、デイサービスを利用される方が多くなり、訪問の依頼は
少なくなりましたが、季節ごとの声かけは続けていたいと思います。
　「災害時一人も見逃さない運動」は、初めての定例会での会長の話でした。以後、心得としていつも胸にあります。
近年大きな災害の発生に防災意識が高くなりました。非常時に不安を抱えている方もおり、万一の備えにも通い合い
を大切にしたいと思います。
　もう一つ続けていることは、小学生登校時の声かけ見守りです。近くの集合場所でみんなが集まるのを待ちながら
ひとことふたこと。「行ってらっしゃい」で終わりです。
　ある日、朝仕事に取り紛れて遅れたことがありました。もう行ったかなと出てみると、全員揃って私を待っていたので
す。私はいたく反省し、感激しました。私も集まる一員だったのです。
　別の日、少し遠くから中学生がこちらに向かってきて、「久しぶりに齊藤さんを見かけたから挨拶に来ました」と言わ
れてびっくりです。登校班の卒業生でした。勉強やクラブ活動の話をしてくれました。私より大きな背丈になっても覚え
ていてくれたなんて、民生委員冥利に尽きます。大人も子どもも近隣のみなさんとのつながりを改めて大切に思いました。
　民生委員手帳を開くとき、「民生委員信条」を目に留めます。そのたび続く文言の尊さを感じます。私の活動は「隣人
愛」であろうと自覚し、心の高まりを感じます。続く誠意を持つこと、人格と識見の向上に努めることなど、委員を受け
たことで暮らしの中で意識することができました。民生委員を担わせていただいたことに感謝し、信条を心に、任を全
うしたいと思っています。

私の活動と民生委員信条

17日
18日
19日
19日
25日
26日

総務委員会
正副会長会議
市町村民生委員推薦委員会委員長研修会
市町村民生委員事務担当者研修会
監事会
男女共同参画推進部会 常任委員会

すこやかプラザ
すこやかプラザ

（県社会福祉課）
県民健康センター
すこやかプラザ
すこやかプラザ

44

越谷市北越谷地区
民生委員児童委員協議会

（平成13年12月1日委嘱）
会長 齊藤　美惠子 氏「民生委員・児童委員の声」

（鶴ヶ島市　武田　和子）

4日
6～7日
10日
11日
12日
17日
17日
18日
26日
26日
28日
28日

広報委員会
都道府県・市民児協事務局会議
課題別研修　B日程
県大会第1回準備委員会
西部ブロック市町村民児協会長会議
南部ブロック市町村民児協会長会議
課題別研修　C日程
男女共同参画推進部会　
指定民児協活動連絡会
課題別研修　D日程
北部ブロック市町村民児協会長会議
課題別研修　E日程

すこやかプラザ
都内
埼玉会館
すこやかプラザ
所沢市
上尾市
埼玉会館
すこやかプラザ
すこやかプラザ
埼玉会館
深谷市
埼玉会館
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8日
10日
10日
12日
12～18日
16日
21日
22日
24日
28日
28日
28日

第153回理事会
福祉相談事業委員会
課題別研修　A日程
民生委員・児童委員の日
民生委員・児童委員活動強化週間
高齢者対策委員会
児童対策委員会
生活福祉対策委員会
第149回定時評議員会
主任児童委員会
全国民生委員互助共励事業運営委員会
全民児連評議員会

すこやかプラザ
すこやかプラザ
大宮ソニックシティ

すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ
東京都千代田区
東京都千代田区
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